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こんにちは、 まだまだ暑い日々ですが、赤とんぼを見かけるようになると季節は秋に移ってきたのだな

と感じます。 夏はカブトムシを捕まえるのに夢中になったり、秋はコオロギの鳴き声を楽しんだり、虫

の存在はとても身近ですよね。 日本語には「虫の居所が悪い」「虫の知らせ」「腹の虫がおさまらない」

という表現がありますが、ここでいう“虫”とは「体の中にいる虫」のことです。 その昔、人の感情が

揺り動かされたり病気になったりする理由は、腹の虫が悪さをしているからと考えられていました。 ほ

かにも「弱虫」「泣き虫」「金食い虫」など、「虫」のつく言葉はたくさんあります。 ネガティブなイ

メージの言葉が多いようですが、いま私たちの生活や暮らしに役立つものとして、「虫」への関心がとて

も高まっていると感じています。 日本は災害が多く、加えてコロナ禍での外出自粛などもあり非常時の

備えが大切ですが、保存食として「蜂蜜」が見直されていると聞きました。 栄養価の高い万能食材であ

ることはもちろん、被災時などの心細い時に甘いものを口にできたら、ちょっとホッとできますよね。 せ

っせと蜜を集めてくれる蜂は、人間にとってありがたい虫です。 さらに、食料不足の救世主として「昆

虫食」にも注目が集まっています。 形がそのままのものは食べるのに勇気がいりますが、加工されたも

のならチャレンジできそうですよね。 そして、虫の様々な能力を活用した技術開発も盛んです。 近年、

ナイロンよりも高い伸縮性と鋼鉄製の糸の３倍の強度があるクモの糸の構造をマネた糸や、ガの触角を使

って匂いの発生源を探すロボットの製作に成功したそうです。 医療の分野では、蚊の針の秘密を応用し

た「刺されても痛くない」注射針を開発、ガンの検査に虫を利用するといった試みもスタートしていると

か。 地球上には約180万種の生物が暮らしていますが、ヒトはそのうち１種、昆虫は 100万種と全体

の５０％を超える圧倒的な数です。 小さな体と脳で地球上の様々な環境に適応して生息しているその能

力は、まだまだ計り知れませんね！               院長 祁答院 公興 

～あなたの生活に役立つ情報が満載の祁答院歯科クリニックからの医院だよりです～ 



 
  



 
  



 


